
不均質な地層処分環境下におけるオーバーパックの炭素鋼溶接部の腐食挙動 

Study of corrosion behavior on the carbon steel welded joint of overpack specimen under 
simulated heterogeneously geological environment. 
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炭素鋼製のオーバーパックの腐食形態に対し、環境と材料に生じる不均質性による影響を調査した。

環境の不均質性として緩衝材ブロックに隙間を設け、意図的に模擬地下水と模擬オーバーパックの母

材及び溶接部が接触しやすい環境を設定した。一方、材料の不均質性として模擬オーバーパックに溶

接部を付与した。低酸素雰囲気下においておよそ 1 年間浸漬試験をした結果、緩衝材ブロックの隙間

及び模擬オーバーパックの溶接部付与による局在化は見られず、全面腐食が生じた。 
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1. 緒言 

緩衝材の施工技術として検討されているブロック定置方式では、ブロック同士やオーバーパックと

の間に施工上隙間が生じる。地下水による膨潤後に隙間に起因する緩衝材の密度分布が生じ、オーバ

ーパックには不均質な腐食環境に置かれる可能性がある。本研究では、緩衝材ブロックに意図的に隙

間を設け、不均質な環境で生じるオーバーパックの腐食挙動を調査した。 
 
2. 試験方法・分析 
緩衝材ブロック施工を模擬した試験系とした。リング形状のブ

ロック（ベントナイト:珪砂=7:3、膨潤後乾燥密度：1.6Mg/m3）

に 50mm×23mm の隙間（図の赤字部分）を設けた。一方、模擬

オーバーパックは直径 100mm の炭素鋼鍛鋼品（SFVC1 相当）で

長手方向に溶接線を施した。試験装置には脱気した海水系の模擬

地下水を供給した。ガラス固化体の発熱を模擬するため、模擬オ

ーバーパック表面を 80℃になるように加熱した。模擬オーバーパ

ックの腐食挙動は、試験前後の模擬オーバーパックの表面を 3 次

元計測により評価した。 
 
3. 結果 
試験開始後 343 日目に試験装置を開封し、緩衝材のサンプリン

グと模擬オーバーパックを取り出した。隙間は帯水層として設け

た緩衝材周辺の珪砂が流入して膨潤を妨げていた。緩衝材の密度

を測定した結果、隙間付近（下段）はおよそ 1.33Mg/m3、隙間が

無い部分（下段）はおよそ 1.45Mg/m3であり、透水係数に換算すると 3.61×10-11m/s 程度の差である。

模擬オーバーパックは全面腐食を呈しており、腐食深さは 7~11μm で緩衝材の密度差の分布との関連

は見られなかった。緩衝材の密度差は透水係数、すなわち物質移動の容易さの差となり、オーバーパ

ック周囲の不均質性の一因となるが、本試験条件である低酸素雰囲気下では、オーバーパックの腐食

挙動に有意な影響を及ぼさないことを確認した。 
 
本報告は、経済産業省資源エネルギー庁からの委託事業である「平成 28 年度地層処分技術調査等

事業：処分システム工学確証技術開発」の研究成果の一部である。 
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